
福島市の
まちなかを
盛り上げたい

まちみらいセミナーまちみらいセミナー

会場11.11.1818 火

♯1 都市のデザインとウォーカブルと街の活性化

定員

あなたのやりたいをこのまちでカタチにしよう！

まちごとデザイン戦略会議 メンバー募集開始！

80名程度
申込みは二次元コードから
11月16日(日)まで受付中

道路や公園など
公共空間を使っ
てみたい

こんな方はぜひ参加を！

まちなかで
事業を

営んでいる

ラコパ福島 ５F A会議室

まちなかの未来を考える

プログラム

（開場・受付は18：00より）

18:30-20:15

参加費
無料

「福島市のまちなかの動きについて」
   福島市都市計画課

（福島市仲間町4-8）

「このまち、なんだか楽しい」、「つい長居しちゃう」、「みんながまちを使っている」、
そんな風に言われる”ウォーカブルな未来”を考え、実践するチームメンバーを募集します。
詳細は裏面をご確認ください。

裏面も確認！

 福島駅周辺のまちのこれ
からについて、公共空間の
民間主体の利活用や居心地
の良い空間づくりなどウォ
ーカブルなまちづくりの視
点から、全国各地の講師を
招きまちなかの未来を考え
ていくセミナーです。
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まちづくりに
参加してみたい

「都市デザインとウォーカブル」
    山口大学 大学院創成科学研究科 教授  宋 俊煥氏

 実践者による事例紹介
「ほこみちを活用した商店会の再構築」
　埼玉県春日部市　三輪 祐子氏
「民間事業から考える ウォーカブルなまち」
　山形県山形市　追沼 翼氏
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まちごとデザイン戦略会議　メンバー募集開始！

登壇者紹介

【講演会講師】山口大学 大学院創成科学研究科 教授　宋 俊煥氏　　

　専門はアーバンデザイン・エリアマネジメント・低未利用地活用・人口減少都市

の都市(地域)再生。 

　1981年生まれ(韓国釜山)、2013年東京大学大学院博士課程修了(環境学博士)。

　実践研究活動として「若者クリエイティブコンテナ（宇部）」代表、まちづくり会

社「にぎわい宇部」非常勤取締役、広島市カミハチキテル・ディレクター、竹原市

都市デザインアドバイザー、山口市まちなかウォーカブル検討チーム、東京都 Be

Smart Tokyo 評価委員会委員、全国エリアマネジメントネットワーク幹事 、日本商

工会議所 まちづくり・地域経済循環推進専門委員会委員 、長門市景観デザイン審

査会委員、名古屋市道路ビジョン有識者懇談会委員、日本建築学会中国支部都市計

画委員長、一般社団法人エリアマネジメントラボ監事　等多数。

【主催】福島市都市計画課
【担当】まちづくり推進係
【問い合わせ先】
　TEL：024-573-4979

【委託先】ランドブレイン株式会社
【担当】佐藤、和田、花井
【問い合わせ先】
　TEL：03-3263-3811(携帯：090-6017-0745)

事業ＳＮＳ

はこちら

【事例紹介①】　㈲三輪興産　取締役　三輪 祐子氏（埼玉県春日部市）　　

【事例紹介②】㈱オブザボックス　代表取締役　追沼 翼氏　（山形県山形市）　　

　福島市では、今後まちなかの公共空間の利活用のコンセプトやウォーカブルなまちづ

くりの方向性、具体の取り組み・戦略等を検討し、社会実験などを自ら実践していく

「まちごとデザイン戦略会議」の開催を11月以降月1回程度の開催を予定しています。

　下記の申し込みフォームより、応募者様の情報及び、応募動機、これまでのまちなか

との関わり、実際にやってみたいことなどご記入の上ご応募お待ちしております！

まちごと

デザイン

戦略会議

応募はこちら

　「自分のお店の前を使ってみたい」「空き地をこんな賑わいスポットにしたい」など

あなたのアイディアをこのまちの日常風景に変えてみませんか？

　「自分のお店の前を使ってみたい」「空き地をこんな賑わいスポットにしたい」など

あなたのアイディアをこのまちの日常風景に変えてみませんか？

※応募者多数の場合は応募内容に基づき選考する可能性もございます。

　20代からまちコンなどイベントを多数主催。「春日部で１番古い不動産屋さん」と

して、商店街の若手を中心にNEXT商店街プロジェクトチームに参加。空き店舗を埋

めたり創業支援を行ったりすることで、春日部駅周辺では5年で70以上の新規創業が

実現し、30代40代の店主を増やしている。現在は、商店会メンバーとして「ほこみ

ち」という歩道活用の社会実験を月に２回開催中。

　2020年東北芸術工科大学大学院デザイン工学専攻地域デザイン領域修了。在学中よ

りOF THE BOXを設立し、エリアリノベーションに取り組む。2019年には「希望に満

ちた暮らしをつくる」ことをビジョンに掲げ「Day&Coffee 」「Day&Books」を開業。

まちのための建築を模索し、まちづくりからカフェ経営、公共空間活用やリノベーシ

ョンなど全国各地で従事。


